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操作パネルの各部名称

操作パネルと主な機能について

16

タッチパネルディスプレー
各機能の設定画面が表示されます。
初期設定では6個のファンクションキーと
4個のショートカットキーが表示されます。

1

テンキー
数値を入力するときに押します。

2

スタートキー
動作（読み込み）を開始するときに押します。

9

設定／登録キー
各種の登録や機能の設定をするときに押し
ます。

4

カウンター確認キー
タッチパネルディスプレーにコピーやプリ
ントの総枚数を表示するときに押します。

7

ストップキー
読み込みジョブ、コピージョブ、ファクス
ジョブ（読み込みのみ）などの進行中の動作
を止めるときに押します。

10

操作ペン
タッチパネルディスプレーを操作するとき
に使用します。

16

節電キー
本製品をスリープ状態にしたり、スリープ
状態を解除したりするときに押します。
本製品がスリープ状態に入るとボタンが点
灯し、スリープ状態が解除されると消灯し
ます。

3

主電源ランプ
本体主電源が入っているときは点灯、入っ
ていないときは消灯しています。

13

エラーランプ
本製品にトラブルが発生したときに点滅ま
たは点灯します。点滅の場合はタッチパネ
ルディスプレーに表示されるメッセージに
従ってトラブルの対処をしてください。
エラーランプが赤色に点灯し続ける場合は
担当サービスへ連絡してください。

12

音量調整キー
ファクス送信・受信のアラーム音量や通信
音量などの調整画面を表示させたいときに
押します。

15

輝度調整ダイヤル
画面の明るさを調整します。

14

ID（認証）キー
ICカード認証などのログインサービスを使
用している場合、ログイン／ログアウトす
るときに押します。

5

リセットキー
設定したモードを標準モードに戻すときに
押します。

8

クリアキー
入力した数字や文字を取り消すときに押し
ます。

6

実行／メモリーランプ
本製品が動作中は緑色に点滅します。待機
中のジョブやメモリー受信文書があるとき
は緑色に点灯します。

11

2
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1

操作パネルにチルト機構を採用
操作パネルは無段階に角度変更が可能。
ユーザーの目線に合わせて調整することができ、見やすさと使いやすさが向上しています。

imageRUNNER ADVANCE C3300シリーズの主な新機能

針なしとじ＆マニュアルステイプル
（オプション インナーフィニッシャー・G1装着時）
オプションのインナーフィニッシャー・G1では、従来のステイプル機能に加えて針なしとじを採用。
最大5枚までの用紙を針なしで綴じることができます。再コピー時やシュレッダー使用時にステイプル針の除去を
する必要がなく、使い勝手や安全性が向上しています。

5 6

8

また、インナーフィニッシャー上部にマニュアルステ
イプルボタンを設置。最大50枚までのステイプルが手
動で可能になりました。ステイプル設定なしでコピー/
プリントしてしまった時や再コピー/ スキャン時にス
テイプルを外してしまった場合などに、その場で簡単
にステイプルを利用できます。

10

7
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15

3

14

オプションの「インナーフィニッシャー・G1」に、針なしとじと
マニュアルステイプルを搭載しました。
⇒ 上記「針なしとじ＆マニュアルステイプル」を参照してください。

７インチ液晶パネルの採用
⇒ P.4 を参照してください。

エリア指定、IDカードコピー
⇒ P.10を参照してください。

用紙自動サイズ検知、フリーサイズ対応、手差しからの封筒プリント、「よく使う用紙」設定
⇒ P.12～ 13を参照してください。

受信文書プレビュー、転送設定の改善
⇒ P.17を参照してください。

メインメニューからアドレス帳の登録や転送設定が可能になりました。
⇒ P.17、P.20を参照してください。

従来のMicrosoft PowerPoint に加えて、Microsoft Word でも
Office Open XML ファイル形式で電子化された紙文書を作成できるようになりました。
⇒ P.24を参照してください。

プリントに適した独自のファイル形式を扱うデバイスの格納場所です。
コンピューター不要で、ボックスに保存した文書をデバイスから直接プリントできます。
⇒ P.28～ 29を参照してください。

本体・オプションの外観の色を変更したことで、操作部や出力紙の視認性が向上しました。

カセットに直接、封筒のセットが可能になりました。

針なしとじ＆マニュアルステイプル

操作パネル

コピー機能の向上

手差し給紙の改善

ファクス機能の向上

宛先 ／ 転送の設定メニューの追加

Microsoft Word（docx）形式での
OOXML対応

ボックス対応

本体・オプションのカラーデザイン変更

封筒カセット給紙の改良
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imageRUNNER ADVANCE C2000
シリーズの操作画面は…

imageRUNNER ADVANCE C3300シリーズの
インターフェイスは…

ユーザーインターフェイス 操作パネルについて
imageRUNNER ADVANCE C3330/C3320 実物大デモンストレーションツール

メインメニューから、使いたい機能に簡単にアクセスすることができます。

また、分かりやすい名称で「何ができる」かがすぐに分かります。

メインメニューにすべての機能を表示させることにより、使いたい機能へアクセスしやすくなっています。

メインメニューのボタン配置を使いやすいようにカスタマイズ
することもできます。

タッチパネルディスプレーの左部分にファンクションのショートカット
ボタンを4つまで表示させることができます。
表示させるショートカットボタンを押したあと、ショートカットに登録
するファンクションを選択します。

1つの画面から目的の機能にアクセス メニュー画面について

…コピーするとき

…ファクスをするとき

…スキャンして送信するとき

 

 

● 5.7インチのVGAフルカラー液晶タッチパネル
● 「メインメニュー」、「カスタムメニュー」、「状況確認/中止」
キーはハードキーを採用

● 視認性に優れた7インチの液晶タッチパネルを採用
● 「メインメニュー」、「カスタムメニュー」、「状況確認/中止」
キーに、タッチパネル上のソフトキーを採用

● タッチパネル画面左部にショートカットボタンを配置。
最大4つまで表示可能

…セキュアプリントするとき

…便利な機能紹介を確認するとき

…PCからスキャンするとき

…ボックス、親機のアドバンスドボックス、メモリーメディアに
　スキャンした文書を保存するとき

…ボックス、親機のアドバンスドボックス、メモリーメディアに
　保存されているファイルを利用するとき

…自動階調補正や用紙の設定を行うとき

…ウェブブラウザーを利用するとき

…受信したファクスを確認するとき
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メインメニューのボタン表示を変更する

メインメニューのカスタマイズ例

imageRUNNER ADVANCE C3330/C3320 実物大デモンストレーションツール

メインメニュー画面の変更のしかた

メインメニューをカスタマイズするためにはシステム管理者としてログインする必要があります。

メインメニューのボタン表示を3つのボタンに変更する場合

　　　を押し、
［メインメニューのボタン表示設定］
を押す

［

▼

］［ ▼］を押してボタン3つの
レイアウトを選択する
※表示するボタンの数は、3個～9個の
　間で選択できます。

機能を選択し、［上へ移動］［下へ移動］
を押してボタンの表示位置を設定する
※この操作を繰り返し、ボタンの表示順を
　設定します。

ボタンの表示順を設定したら
［OK］を押す

ボタン表示設定の変更完了

⬆メインメニューのボタン表示数を
　9個にした場合

⬆メインメニューのボタン表示数が
　6個の場合（初期設定時）

⬆メインメニューの背景を変更した
　場合

⬆「表示言語／キーボード切替」、
　「設定／登録」のショートカットを
　表示した場合

表示するボタンの数や背景の変更、ファンクションのショートカット（ボタン）の表示など、使いやすいようにメインメ

ニュー画面の表示をカスタマイズすることができます。

メインメニュー画面の
設定について

4

2
3

1

メインメニューのボタンレイアウトや
表示する順番を変更します。

1

タッチパネルディスプレーの左部分にファンクション
のショートカットボタンを4つまで表示できます。

2

メインメニューに「表示言語／キーボード切替」、
「設定／登録」のショートカットを表示するかど
うかを設定します。

4

メインメニューの背景を変更できます。

3

メニュー メインメニューのカスタマイズ
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❷ カスタムメニューに登録する

❶ 登録する機能を設定する

マイボタンと共有ボタン

imageRUNNER ADVANCE C3330/C3320 実物大デモンストレーションツール

カスタムメニューは、よく使用する機能設定のボタンを作成し、それぞれのボタンをひとつのメニュー画面にまと

めることにより、ワンタッチでジョブをスタート･完了させる定型的な業務を効率化する機能です。毎回決まった

部数をコピーする会議資料を印刷してステイプルするというような一連の工程をワンタッチで実行できるほか、

異なる機能を1画面に表示させることが可能なので、コピーはコピー画面で、ファクスはファクス画面に換えて操

作するといった面倒な操作が不要。さまざまな機能を効率的に使うことができます。

カスタムメニューについて

定例会議用資料のファクス送信
・解像度 ファイン
・倍率 等倍
・サイズA4
・宛先指定
・指定した宛先に送信を処理

見積書のコピーを作成
・倍率 等倍
・サイズA4
・モノクロ
・1部コピー
・片面→両面コピー
・1枚に2ページをコピー（2 in 1）を処理

カスタムメニューは、個人で使用する「マイボタン」と、社内共通で使用する「共有ボタン」に
分けて登録できます。
● マイボタン
 マイボタンは、認証されたユーザーそれぞれが独自のカスタムメニューとして作成できます。
 自分が登録したマイボタンは、他の人のカスタムメニューには表示されません。
 一人のログインユーザーが登録できるボタン数は最大8個までです。
 全体の合計では最大で1600個まで登録できます。
● 共有ボタン
 すべての人のカスタムメニューに表示され、使用することができます。最大で8個まで登録できます。
認証時のデフォルト画面について :
認証後に表示するボタンを「マイボタン」と「共有ボタン」から選択することができます。カスタムメニュー
画面から　　　を押し、[カスタムメニューの使用制限 ]を選択、[認証時のデフォルト画面 ]から選択し
ます。

ボタンを押したときの動作について
ボタンを押すと同時にジョブがスタートするだけでなく、必要に応じて内容を確認したり、設定の追加や変更ができる
ように、ボタンを押したときの動作を設定することができます。

　　　を押し、
［カスタムメニューに登録］を押す

登録内容を確認し、
［次へ］を押す

ボタンを押したときの動作を
設定し、［次へ］を押す

［マイボタン］または［共有ボタン］を
選択し、登録するボタンの位置を
選択して［次へ］を押す

ボタンの名称とコメントを
入力し、［OK］を押す

［スキャンして送信］を
押す

［新規に入力］を選択し、
［Eメール］を押す

Eメールアドレスを
入力し［OK］→［OK］を
押す

ファイル形式
（［PDF（高圧縮）］）を
押す

［PDF］→［詳細設定］、
［高圧縮］→［OK］→［OK］の
順に押す

作成したボタンを確認し、
［閉じる］を押す

カスタムメニューへの登録完了

カスタムメニューのボタン表示 カスタムメニューのボタンレイアウト
カスタムメニューに表示されるボタンには、作業内
容と直結したボタン名を登録できます。また、より
作業内容を分かりやすくするためにコメントを
入れることもできます。

カスタムメニューは、コメント表示付きの「ボタンサイズ L」
と、ボタン名称のみの「ボタンサイズ S」のいずれかに設定
することができます。

■ボタンサイズL（ボタン4個表示） ■ボタンサイズS（ボタン8個表示）

ボタン名称

コメント

カスタムメニューの登録のしかた

スキャンして、高圧縮PDFに変換したファイルをEメールで送信する場合 

メニュー カスタムメニュー
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❶「よく使う設定」へ登録する

❷ショートカットへ割り当てる

imageRUNNER ADVANCE C3330/C3320 実物大デモンストレーションツール

コピーのしかた

「よく使う設定」の登録とショートカットへの登録のしかた

2 in 1（ページ集約）コピーをする場合 

コピー コピーの操作

テンキーで必要な
コピー枚数（部数）を
入力する

スタートキーを押す

カラー選択、倍率、用紙選択
などを設定する

［その他の機能］を押す

［ページ集約］を押す ［2 in 1］を押し、［OK］を押す
※必要に応じて「両面設定」、
　「詳細設定」を押してレイアウト
　などを設定します。

［コピー］を押す 原稿をセットする

コピー画面の操作について 1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

5

6

1 2 3 4 7

8

10 9

メインメニュー画面から［コピー］を押すと、コピー基本画面が表示されます。この画面から操作して、様々なコピー機能

を活用することができます。

中綴じ製本、分割して製本、クリープ（ずれ）補正などが
使用できます。

本機には、以下のようなコピー機能が搭載されています。

■ 製本コピー
免許証等のIDカードの表面と裏面を、1枚の用紙に並べて
コピーできます。

■ IDカードコピー

指定したエリア内のみをコピーしたり、指定したエリア内を隠してコピーしたりすることができます。*

・テンキー入力画面 ・ペン入力画面

■ エリア指定

［コピー］を押す

登録するボタンを選択→
［登録］を押す

［はい］を押す ［閉じる］を押す

登録するコピーモードを設定する ［その他の機能］を押す ［よく使う設定］を押す

＜コピー画面＞右上の
を押す

メニューから［「その他の機能」の
ショートカット登録］を押す

登録するボタンを選択する

［よく使う設定の個別設定］
を押す

割り当てるよく使う設定を
選択し、［OK］を押す

［OK］を押す

カラー選択
プリントする色を選択するときに押します。

等倍
原稿と同じサイズでコピーします。

倍率
コピーの倍率を設定します。

用紙選択
用紙のサイズや種類、給紙位置を選択します。

次の設定ができます。
・「よく使う設定」の登録 /編集
・カスタムメニューに登録
・デフォルト設定の変更
・「その他の機能」のショートカット登録

設定確認
コピーモードの設定内容を確認、変更、また
は取り消します。

試しコピー
複数部のコピーをする前に、コピー結果を
確認できます。

その他の機能のショートカット
その他の機能のショートカットです。
デフォルトでは［仕上げ］、［両面］、［濃度］、
［原稿の種類］、［よく使う設定］が設定され
ています。

その他の機能
その他の機能を設定します。原稿読込、製本、
移動、ページ編集、加工、レイアウト、画像
調整などの機能を設定できます。

割り込み
予約中またはプリント中のジョブに割り込
んでコピーします。

* 多点入力なし、エリア数は1



12 13

imageRUNNER ADVANCE C3330/C3320 実物大デモンストレーションツール

手差しトレイからのコピーのしかた（自動検知機能）

手差しトレイを開いて、
用紙をセットする

画面で再確認後、
スタートキー押す

セットする用紙サイズにあわせて、
スライドガイドを調節する

表示されている用紙サイズが正しいか
確認してから［OK］を押す
※セットした用紙が正しく検知されなかった
　場合は、スライドガイドの幅が正しく調整
　されているか確認したあと、［定形サイズ］を
　押し、用紙を再度選択してから、［OK］を
　押してください。

本機では、手差しトレイからの給紙操作を手軽に設定できます。

用紙のサイズや種類についてよくわからない場合や、封筒やはがきなどのプリント時でも簡単に手差しトレイの設定が

できます。

手差し機能 便利な手差し操作

手差しトレイに封筒をセットして、
サイズにあわせてスライドガイドを
調節する

［封筒］を選択して、
［OK］を押す

［封筒］を押す 封筒の置きかたと種類を選択→
［OK］を押す
※封筒を縦置きにしたときは、［縦置きへ］を
　押したあと、封筒の種類を選択します。
　長形3号を縦置きで選択したときは［次へ］を
　押して、フラップ長を指定します。

画面で再確認後、
スタートキーを押す

手差しトレイからのコピーのしかた（フリーサイズ対応）

手差しトレイから封筒にコピーする

手差しトレイを開いて、
用紙をセットする

※「よく使う用紙」の登録は、操作パネルの［設定／登録］ハードキーからも行えます。

登録したいプリセットボタン
（［P1］、［P2］など）を選ぶ
［登録 / 編集］・［名称変更］を押して、
用紙のサイズ・種類、ボタンの
名称等を変更して［OK］を押す
上記の画面が再表示されたら、
［閉じる］を押して、登録を完了する

［よく使う用紙］を押す ［登録］を押す

「よく使う用紙」を利用する

手差しトレイを開いて、
用紙をセットする

原稿台に紙を
置いて、画面確認後、
スタートキーを押す

セットする用紙サイズにあわせて、
スライドガイドを調節する

［フリーサイズ］を選んで、
［OK］を押す

［OK］を押す

手差しを選択して、
［OK］を押す

画面で再確認後、
スタートキーを押す

●「よく使う用紙」を登録する（＜手差し＞画面より）

手差しトレイを開いて、
用紙をセットする

［よく使う用紙］を押す 使用する用紙を選択し、
［OK］を押す
※あらかじめ「よく使う用紙」の
　登録が必要です。登録は作業
　フローの途中でも可能です。

●「よく使う用紙」を使用したコピーのしかた



❶原稿をセットする

❷テンキーで送信先のファクス番号を入力する

❸読み取りのしかたを設定して送信する
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imageRUNNER ADVANCE C3330/C3320 実物大デモンストレーションツール

ファクス送信のしかた

ファクス番号を入力して送信する場合

原稿をセットする

ファクス画面について
ファクス送信は、同報送信から独立した操作になっています（単独モード）。ファクス送信機能を同報送信から独立させる

ことによってファクスの誤送信を抑止することができます。また、従来のように同報送信でファクス送信できるように設

定することも可能です。

一度に送信できるファクスの宛先は、最大で256件まで指定できます。グループを宛先とした場合、そこに登録されてい

る各宛先を1件としてカウントします。

ファクス ファクス送信の操作

読み取りのしかたを設定する
※必要に応じて［設定の履歴］、
　［その他の機能］を押して設定します。

入力したファクス番号が
表示されます。

ポーズ (p) を入力します。

Fネットのファクス番号を
入力します。

ファクス番号の入力を
キャンセルします。

ダイヤル回線でトーン信号を
送るときに押します。

カーソルを移動します。

カーソル前の数字を
削除します。

Fコード、パスワードを
入力します。

入力したファクス番号を
確定します。

・解像度
・読取サイズ

「ファクス番号確認入力」が「ON」に設定されている
場合は、スタートキーを押した後にもう一度同じ
ファクス番号を入力するための画面が表示されます。

ファクス番号
確認入力の設定

［ファクス］を押す

スタートキーを押す

スタートキーを押し
た後、再度ファクス
番号を入力

ファクス番号はあらかじめ登録したワンタッ
チボタンやアドレス帳から選択することもで
きます（入力する必要がありません）。
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●ファクス誤送信を防ぐ機能

①ファクス番号入力時の確認入力
間違った番号の入力を防ぐため、確認入力を行う画面を表示するように設定できます。
②ファクス宛先を含む同報送信を制限
ファクスの同報送信を制限することができます。一度に複数の宛先に送信するのを制限することで、ファクスの誤送信
を防ぐことができます。
③ファクス宛先を含む場合に確認画面を表示
ファクスを送信しようとすると、宛先を再確認するための確認画面を表示することができます。
④リダイヤルの使用を制限する
ファクスの送信履歴から、再送信を制限できます。間違ったファクス番号で送信してしまった場合、誤送信の再発を防ぐ
ことができます。
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宛先数
指定した宛先の数を表示します。

宛先
テンキーで直接入力した宛先を表示します。

次の設定ができます。
・カスタムメニューに登録
・デフォルト設定の変更
・「その他の機能」のショートカット登録
・ユーザーごとの情報の登録/編集
［ユーザーごとの情報の登録/編集］は、ログ
インサービスでユーザー管理を行っている
場合にのみ表示されます。

設定の履歴
設定されていた3つ前までの宛先、読込設定、
送信設定を呼び出します。

<解像度>
解像度を指定します。

<読取サイズ>
原稿の読み取りサイズを指定します。

「その他の機能」のショートカット
その他の機能のうち、いくつかをショート
カットとして表示できます。デフォルトでは
［濃度］、［原稿の種類］、［両面原稿］、［原稿サ
イズ混載］が設定されています。

その他の機能
その他の機能を設定します。
異なったサイズの原稿をいっしょに送信す
る場合や両面原稿を送信する場合など、便利
なファクス送信機能を設定します。

オンフック
手動送信、プッシュホンサービスを利用しま
す。スーパー G3FAX ボード装着時に表示
されます。

ダイレクト送信
ダイレクト送信します。ダイレクト送信を設
定しないときはメモリー送信になります。

ワンタッチ
ワンタッチボタンを登録／指定する画面を
表示します。

アドレス帳
アドレス帳（ローカル、リモート、LDAPサー
バー）から宛先を検索します。

トーン
ダイヤル回線から、プッシュ信号を入力しま
す。［トーン］を押すと、「T」と表示されます。
ダイヤル回線に接続している場合でも、
プッシュホンサービスなどを利用できます。

宛先削除
選択した宛先を削除します。

詳細情報
選択した宛先の確認や変更をします。
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ファクス受信文書の割り込みプリントのしかた 履歴の確認機能

転送設定の登録のしかたメモリー受信の設定のしかた

ファクス 充実のファクス受信機能

［状況確認 /中止］
ボタンを押して、
＜状況確認 /中止＞
画面を表示する

［設定 /登録］
を押す。ログイン
が必要な場合は
ログインする

［受信トレイ］を押す ［システムボックス］
を押す

［メモリー受信ボックス］
を押す

＜I ファクスメモリー受信＞
／＜ファクスメモリー受信＞
を［ON］に設定する

受信トレイ選択画面に
戻るまで［戻る］を押す

［ファンクション設定］
を押す

［受信 /転送］ → 
［共通設定］を押す

［受信ジョブの割込プリント］
を押す

［ON］→［OK］を押す

［コピー /プリント］→
［ジョブ状況］を押す

割込プリントしたい
ファクス受信文書を
選択する

［割込 /優先プリント］を
押して、［割込プリント］を
選択する

ジョブ状況内のプリント待ち
の順序が変更され、指定した
ファクス受信文書が
割り込まれる

●ファクス受信文書を自動的に割り込みプリントに対応させるには？ メモリー受信したファクス文書をプレビューする

［受信トレイ］を押す ［システムボックス］
を押す

［メモリー受信ボックス］
を押す

目的のファイルを選択→
［画像表示］を押す

　　　を押して確認する
ページを選択→画像を確認

メモリー受信したファクス文書を送信する

宛先を指定する ［送信開始］を押すメインメニューの［受信
トレイ］、［システムボッ
クス］、［メモリー受信
ボックス］を順次選択、
［送信する］を選択する

ファイル形式ボタンを押
して、ファイル形式を選
択する。
［OK］を押す

［その他の機能］を押し
て、必要に応じた機能を
設定する。
［閉じる］を押す

［状況確認 /中止］を押すと状況確認／中止画面が表示され、コピー／プリントジョブ、送信ジョブ、受信ジョブ、保存ジョブの状況
を確認したり、変更したりすることができます。

imageRUNNER ADVANCE C3300シリーズでは、新たにメモリー受信したファクス文書のプレビューが可能になりました。
下記の手順ではシステムボックス内のファクス文書のプレビュー方法を説明しています。ファクスボックス内の文書のプレビュー
も同様の手順で行えます。

●ジョブ状況
ジョブのプリント優先順位の変更、ジョブの中止、
ジョブの詳細情報の確認などを行うことができます。

●ジョブ履歴
ジョブの詳細情報の確認、ジョブ履歴リストの
プリントなどを行うことができます。

●消耗品確認
カセットにセットされている用紙の残量や本製品の
メモリー残量、エラーメッセージなどを確認できます。

［設定／登録］を
押す

［ファンクション設定］→
［受信 /転送］→［共通設定］
を押す

［OK］を押す
転送先がEメールの場合、
<Eメールの重要度>
ドロップダウンリストを押す→
項目を選択→［閉じる］を押す

転送を行うには、
［転送条件］の
＜条件のON/OFF＞を
「ON」にしておきます。

［転送設定］を押す

［登録］を押す ●以前設定した転送設定を利用する場合は、
　［1つ前］、［2つ前］または［3つ前］を選択する
●新たに転送設定をするには、各項目を入力し
　ていく：
 ・［転送条件名］ ・［転送条件］
 ・［転送先］ ・［ファイル名］
 ・［転送時間指定］ ・［転送終了通知］
 ・［ファイル形式］

［ログイン］を押す ユーザー名とパスワード
を入力して［ログイン］
を押す

●メインメニューからの転送設定
メインメニューのショートカットとファンクションメニューからも
転送設定が可能です。
（工場出荷時にショートカット4に［宛先 /転送の設定］が設定され
 ています。）
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❶原稿をセットする

❷宛先を指定する

❸読み取りのしかたを設定して送信する

19

「スキャンして送信」から送信を行った後に、送信状況の確認のため、状況確認／中止画面へと誘導するメッセージが表示されます。
※［ファンクション設定］（設定 /登録）の［ジョブ受付時の確認表示］が「OFF」に設定されている場合は、この画面は表示されません。

imageRUNNER ADVANCE C3330/C3320 実物大デモンストレーションツール

スキャンして送信のしかた

送信結果を確認する 

アドレス帳を利用して送信する場合

スタートキーを押す

［スキャンして送信］を押す 原稿をセットする

スキャンした原稿を複数の手段で、一度に256件まで送信することができます。
▶Eメールの添付ファイル、▶インターネットファクスで送信、▶ファクスで送信、▶ネットワーク上のファイルサーバーに送信・保存

●データ（Eメール /I ファクス )送信時のデータサイズ制限
送信データサイズ上限値で送信するデータサイズの上限値を設定できます。
上限値を超えた場合： Eメール  ‒ 分割送信
 I ファクス ‒ 送信不可能（サーバーの経由が「ON」のとき）
* サーバーの経由が「OFF」のときは、送信データサイズ上限値の設定にかかわらず、送信されるデータサイズは制限されません。

●送信に関する新機能
▶ OOXML PowerPoint 形式に加え、新たにWord 形式のスキャンにも対応しました。 紙文書の共有・再利用の活用
の幅がさらに拡大します。

▶ Eメール送信を「自分へ送信」に限定（認証SEND機能）：誤送信による情報漏えいを低減するために、Eメール送信
の際、送信先をログインユーザー自身のEメールアドレスに限定できます。

▶ PDFの下限バージョン指定：PDF作成時にバージョンの下限を設定することができます。
▶ PDF/A-1b に準拠したPDFを生成可能：PDFを表示するときの見かけが、機器や閲覧ソフトによって変わらない
ことが保証されているので、長期保存に適しています。

スキャンして送信 電子メール、ファクス、Iファクス、
SMB/FTP/WebDAV 

［アドレス帳］を押す
※必要に応じて［ワンタッチ］、［新規に入力］、
　［自分へ送信］を押して送信先を設定。

宛先を選択して、［OK］を押す
※複数の宛先を選択することが
　できます。

読み取りのしかたを設定する
※必要に応じて［設定の履歴］、
　［よく使う設定］、［その他の機能］を
　押して機能を設定。

・カラーモード
・解像度
・読取サイズ
・ファイル形式

ワンタッチ
宛先がワンタッチボタンに登録されている場合はここから
宛先を選択します。

マイフォルダー
ログインしているユーザー専用のフォルダーで、このフォル
ダーを宛先として指定できます。

新規に入力
初めての宛先の場合はここから送信方法と宛先を入力します。

アドレス帳
宛先がアドレス帳（ローカルアドレス帳／リモートアドレス
帳）に登録されている場合はここから宛先を選択します。

Cc/Bcc
指定した宛先のほかに、複数の人にCc(Carbon copy) や
Bcc(Blind carbon copy) で Eメールを送信します。

自分へ送信
ログインユーザー自身のEメールアドレスを指定できます。

スキャンして送信画面について（宛先指定）

2

1

3

4

5

6

1

54
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2 3

送信設定を行い、原稿台ガラス
に原稿をセットすると、上の画
面が表示されます。原稿の読み
込みが終了したら、［送信開始］
を押します

送信ジョブが受け付けられる
と、上記の画面が表示されます。
［状況確認へ］を押します

状況確認／中止画面が表示さ
れ、現在のジョブ状況を確認で
きます
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❶宛先登録画面を表示する

❷新規宛先を登録する

ログインしているユーザー専用のフォルダーで、
このフォルダーを宛先として指定できます。

User Authentication による認証が設定されているとき、
ログインユーザーのEメールアドレスを設定することができます。

imageRUNNER ADVANCE C3330/C3320 実物大デモンストレーションツール

アドレス帳の登録のしかた

送信履歴からの宛先登録のしかた

新規宛先としてE メールアドレスを登録する場合

アドレス帳には、ファクス番号、Eメールアドレス、Iファクスアドレス、ファイルサーバーのアドレスを1600件まで登録

することができます。アドレス帳は、本デバイス専用のローカルアドレス帳だけでなく、imageRUNNER ADVANCE 

C5200シリーズなどの親機（サーバー機）のアドレス帳を利用する（リモートアドレス帳）ことも可能です。

アドレス帳画面について

アドレス帳 アドレス帳の操作と登録

［スキャンして送信］を押す ［アドレス帳］を押す ［新規宛先の登録］を押す［その他の操作］を押し、
［登録／編集］を押す

［Eメール］を押す 宛先の名称を入力し、
宛先表（1～10）を選択
して、［次へ］を押す

宛先の名称のフリガナ
を入力し、［次へ］を押す

Eメールアドレスを入力
し、［OK］を押す

アドレス帳の登録完了

その他の宛先を登録する場合

⬇ファクスの登録 ⬇ I ファクスの登録 ⬇ファイルサーバーの登録 ⬇グループの宛先登録

それぞれ、宛先の名称の入力、宛先表（1～10）の選択、宛先の名称のフリガナを入力した後に必要な設定を行います。

［状況確認 /中止］を押す ［送信］、［ジョブ履歴］を
選択する

リストから登録したい履歴を
選択し、［宛先の登録］を押す

登録先を選択する（アドレス帳、
ワンタッチ）

登録内容を確認して、
［OK］を押す

1

5

4

6

7

2 3 宛先表（1～10）を選択します。2

宛先の種別（全て／Eメール／
ファクス／ファイル／グルー
プ／ Iファクス）を選択します。

1

アドレス帳（ローカル／リモー
ト）を切り替えます。

3

登録されている宛先が表示さ
れます。

4

宛先を頭文字で検索します。5

宛先を名前で検索します。6

宛先の登録／編集、アクセス番
号の入力を行います。

7

アドレス帳に関する新機能

リモートアドレス帳の
ワンタッチボタン対応
サーバー機（他の imageRUNNER 
ADVANCE シリーズ）のワンタッ
チ宛先をクライアント機（本製品）
から参照することができるように
なりました。

●メインメニューからの宛先登録
メインメニューのショートカットとファンクションメニュー
から宛先登録が可能です。（工場出荷時にショートカット4に
［宛先 /転送の設定］が設定されています。）
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ファイル形式について

次の設定ができます。
・「よく使う設定」の登録
・「よく使う設定」の編集
・カスタムメニューに登録
・デフォルト設定の変更
・「その他の機能」のショートカット登録
・ユーザーごとの情報の登録/編集
［ユーザーごとの情報の登録/編集］は、ロ
グインサービスでユーザー管理を行ってい
る場合にのみ表示されます。

設定の履歴
設定されていた3つ前までの宛先、読み込み
設定、送信設定を呼び出します。

よく使う設定
よく使う送信設定を登録します。登録した
設定を呼び出すこともできます。

カラー選択
カラーモードを選択します。

解像度
解像度を指定します。

読取サイズ
原稿の読み取りサイズを指定します。

ファイル形式
ファイル形式を設定します。

「その他の機能」のショートカット
その他の機能のうち、いくつかをショート
カットとして表示できます。デフォルトで
は「両面原稿」、「原稿サイズ混載」が設定さ
れています。

その他の機能
その他の機能を設定します。異なったサイ
ズの原稿をいっしょに送信する場合や両面
原稿を送信する場合など、便利な送信機能
を設定します。
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ファイル形式の選択のしかた

スキャンして送信画面について（読み取りのしかた）

文書の電子化 Adobe純正PDF、XPS

紙文書を電子化するためのフォーマットとしてオフィスで幅広く使用されているPDFをはじめ、XPS、TIFF、JPEG、

OOXMLフォーマットに対応しています。PDF、XPS、TIFF 、OOXMLフォーマットなら複数ページの文書も1ファイル

として電子化が可能です。

ファイル形式を選択

設定されたオプションが
表示されます。PDF、XPS、TIFF を選択した場合、

ページごとにファイルを分割します。

JPEG
カラーモードが白黒2値以外の場合に、JPEG形式に変換します。

TIFF
カラーモードが白黒2値の場合のみ、TIFF 形式に変換します。

アウトラインPDF
文書中の文字や画像をアウトライン化したPDFに変換します。

高圧縮PDF/XPS
高圧縮の PDF/XPS に変換します。ページの多い文書はファイル
容量を大幅に小さくすることができます。

Linearized PDF※
Web表示用に最適化され、ページ単位で表示されるためページ
数の多い文書をアップするのに適しています。

OCR（文字認識）：サーチャブルPDF/XPS/OOXML
OCR 処理で文字情報が抽出されることにより、ファイル内の
全文検索が可能になります。

OOXML：Word（.docx）・PowerPoint (.pptx)
OOXML（Office Open XML）対応ファイル形式へ変換しま
す。Word(.docx）および PowerPoint（.pptx）形式に対応して
います。

Reader Extensions
閲覧用ソフトウェアとして配布されている Adobe Reader で
も、注釈の付加などができるようになります。

ユーザー署名PDF/XPS
作成するPDF/XPSファイルにユーザー署名をつけます。

タイムスタンプPDF
作成するPDFファイルにタイムスタンプをつけます。

暗号化PDF
作成するPDFファイルにパスワードを設定して暗号化します。

機器署名PDF/XPS
作成するPDF/XPSファイルに機器署名をつけます。

PDF/A※
電子文書の長期保存を念頭に置いて策定された規格です。閲覧
ソフトのバージョンなどに影響されず作成時の内容を損なうこ
となく閲覧・印刷することができます。

ポリシー付きPDF
Adobe Rights Management サーバーと連携し、アクセス権、
期間、閲覧者などのセキュリティポリシーを任意に設定すること
ができます。ポリシーはPDF配布後に変更することも可能です。

色のファイルを作成するには、オプションのスキャン
ソリューション機能拡張キット・F1 が必要です。
（サーチャブル PDF を作成するには、サーチャブル PDF
拡張キット・F1 でも可能です。）
 
色のファイルを作成するには、オプションのユーザー署名 &
タイムスタンプ拡張キット・A1が必要です。

色のファイルを作成するには、オプションの READER 
EXTENSIONS PDF拡張キット・F1が必要です。

※ （設定／登録）→「ファンクション設定」→「共通」→「ファイル生成」で
　 設定を行います。
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「スキャンして送信」からの操作 「スキャンして保存」からの操作

imageRUNNER ADVANCE C3330/C3320 実物大デモンストレーションツール

多くの人へ資料を配布しなければならないときなど、PDFにして一斉送信すれば、ペーパーレスで回覧可能です。PDF/

XPS/OOXMLのフォーマットには、電子化された文書を一層活用できる様々な追加機能を付加することができます。

文書の電子化 電子化で文書活用の幅が広がる

文書の電子化のしかた

［スキャンして送信］を
押す

宛先指定を行い、
ファイル形式を選択する

［スキャンして送信］を
押す

［スキャンして保存］を押す ［メモリーメディア］を押す 目的のスペースを
選択する

保存先となる階層を選択して、
［原稿読込する］を押す

［ファイル形式］を押す

ファイル形式画面について
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アウトラインPDF 作成時に使用します。

ポリシー付きPDF作成時に使用します。

暗号化PDF 作成時に使用します。

高圧縮PDF 作成時に使用します。

OCR( 文字認識）作成時に使用します。

電子署名付きPDF 作成時に使用します。

Reader Extensions 付き PDF 作成時に
使用します。

以下、「スキャンして保存」からの表示画面で説明しています。

PDFを選択→［詳細設定］を押す ［OCR（文字認識）］→［OK］を
押す

スタートキーを
押す

原稿の読み込みが終了したら、
［送信開始］（「スキャンして送信」の場合）もしくは
［保存開始］（「スキャンして保存」の場合）を押す

左記の画面が表示さ
れた場合は、画面の指
示に従って、原稿1枚
ごとにスタートキー
を押します。

7

文書をサーチャブルPDF（OCR） にする

ファイル形式の選択画面 利用目的

［OOXML］を選択→ドロップ
ダウンリストから［Word］を選択

OCR処理結果のみ

アウトライン＋OCR処理結果

［OOXML］を選択→ドロップダウンリストから
［PowerPoint］を選択→［詳細設定］→
［OCR( 文字認識 )］→［OK］を押す

OCR処理＋画像
※一層構造　

※三層構造　

アウトライン＋画像

背景

OCR処理

①テキスト情報を再利用する
②画像を再利用する
③表を再利用する

①画像を再利用する
②アウトライン (線画 ) を再利用する
③テキスト情報を再利用する

OOXML形式で、Microsoft PowerPoint やWord で認識可能な文書を作成する
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❶USB メモリーを接続し、メモリーメディア画面を表示する

❷ファイルの保存先を指定して、原稿をセットする

❸読み込みのしかたを設定して、読み込みを開始する

imageRUNNER ADVANCE C3330/C3320 実物大デモンストレーションツール

保存のしかた

USBメモリーに保存する場合

読み込みのしかたの設定画面について

スキャンして保存 USB メモリーに保存する

本機に接続したUSB メモリーに、スキャンした文書をPDF、JPEG、TIFF、OOXMLいずれかのファイル形式で保存す

ることができます。

また同様な操作で、同じネットワークに接続されている imageRUNNER ADVANCE C5200 シリーズなどの親機

（サーバー機）のアドバンスドボックスに保存することもできます（ネットワーク）。

USBメモリーを接続する ［スキャンして保存］を押す ［メモリーメディア］を押す

保存するUSBメモリーを選択する 保存するフォルダーを選択する 原稿をセットする

［原稿読込する］を押す ファイル形式を設定し、読取サイ
ズなど、読み込みのしかたを設定
してファイル名を入力する

スタートキーを押す
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次の設定ができます。
・「よく使う設定」の登録 /編集
・カスタムメニューに登録
・デフォルト設定の変更

よく使う設定
よく使う設定への登録や呼び出しをします。

カラー選択
読み込む原稿の色を選択します。

解像度
読み込む原稿の解像度を選択します。

読取サイズ
読み込む原稿のサイズを選択します。

ファイル形式
保存するときのファイル形式を選択します。

倍率
読み込む原稿の倍率を設定します。

両面原稿
原稿を両面読み込みにします。

原稿の種類
原稿の種類（文字のみの原稿、写真のみの原
稿、文字／写真混在の原稿など）を選択しま
す。

ファイル名
ファイルの名称を入力します。

デフォルト設定に戻す
他のモードと一括して設定を解除します。
（スキャンして保存設定のデフォルトに
戻ります。）

その他の機能
その他の機能を設定します。異なったサイ
ズの原稿をいっしょに読み込むときや数回
に分けてセットした原稿を読み込むときな
ど、便利な読み込み機能を設定できます。
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❶保存するボックスを指定して、原稿をセットする

❷読み込みのしかたを設定して、読み込みを開始する

本機ではスキャンした文書をボックスに保存することができます。

また、プリンタードライバーを使ってPCからデータを保存することも可能で、保存したデータは必要なときに必要な

設定でプリントできます。

ボックスの文書はPDFに変換してファクスで送信したりEメールに添付して送信することもできます。

保存のしかた

［スキャンして保存］を押す

［原稿読込する］を押す 読み込みのしかたを設定し、
ファイル名を入力する

スタートボタンを押す

［ボックス］を押す 保存するボックスを選択する
※テンキーで2桁のボックス番号を
　入力して直接指定することもできます。

ボックスの暗証番号画面が
表示された場合は、暗証番号を
入力して［OK］を押す

原稿をセットする

スタ トボタ を押す

スキャンして保存 ボックス（ユーザーボックス）に保存する

●印刷データをボックスに保存する
PC からの印刷データは、ボックスに保存できます。

プリントする文書を起動している
アプリケーションソフトウェアの
［ファイル］メニューから［印刷］を
選択して、［印刷］ダイアログボック
スを表示したあと、［プロパティ］を
クリックします。

［基本設定］タブで、［出力方法］に
［保存］を選択します。

保存先として指定するボックス番
号を選択し［OK］をクリックし
ます。

［印刷］ダイアログボックスで
［OK］をクリックします。

確認画面が表示されたら［はい］を
押します。
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❶USBメモリーを接続し、メモリーメディア画面を表示する

❷プリントするファイルを選択する

❸プリントのしかたを設定して、プリントを開始する

［保存ファイルの利用］を押す
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保存ファイルのプリントのしかた

USBメモリーおよびアドバンスドボックスからPDFファイルをプリントする場合は、ダイレクトプリント拡張
キット（PDF/XPS用）が必要です。

USBメモリーに保存されているファイルをプリントする場合

保存ファイルの利用画面について

メモリーメディアについて

ボックスに保存されているファイルや本機に接続されている USB メモリーに保存されているファイルをプリントする

ことができます。

また同様な操作で、同じネットワークに接続されている imageRUNNER ADVANCE C5200 シリーズなどの親機

（サーバー機）のアドバンスドボックスに保存されているファイルをプリントすることができます（ネットワーク）。

2

保存ファイルの利用 保存ファイルのプリント

USBメモリーを接続する ［メモリーメディア］を押す

保存されているUSBメモリーを
選択する

フォルダーを選択する プリントする順番にファイルを
選択する
※複数のファイルを選択できます。

［プリントする］を押す 用紙サイズを選択し、
［OK］を押す

カラー選択や部数など、プリントの
しかたを設定し、［プリント開始］を
押す

本製品からアクセス可能なネットワーク上にある他の imageRUNNER 
ADVANCEシリーズのメモリー領域（アドバンスドボックス）です。
［ネットワーク］から他の imageRUNNER ADVANCE シリーズのアド
バンスドボックスを選択することによって、本製品から読み込んだ原稿を
他の imageRUNNER ADVANCE シリーズのアドバンスドボックスへ
保存したり、他の imageRUNNER ADVANCEシリーズのアドバンスド
ボックス内のファイルを本製品からプリントしたりできます。

3 本製品の USB ポートへ USB メモリーを接続して利用できる格納場所
です。本製品から読み込んだ原稿を、コンピューターでも利用可能なファ
イル形式でメモリーメディアに保存したり、メモリーメディアに保存され
ているファイルを本製品からプリントしたりできます。

1 プリントに適した独自のファイル形式を扱う格納場所です。本製品で読み
込んだ原稿やプリンタードライバー経由で PC からのデータの保存が可
能です。定期的に出力するデータを保存できボックス対応 MEAP アプリ
を利用できます。

1 2

3

ファイルのプレビュー
ネットワークストレージと同様に
メモリーメディア内では1文書ごとの
プレビュー表示（画像表示）が可能です。

メモリーメディアでのファイル保存や
印刷を制限する機能
管理者が使用環境に応じて、
メモリーメディアへのファイル保存
（「スキャン機能を使用（ON/OFF）」 ）、
メモリーメディアからの印刷
（「プリント機能を使用（ON/OFF）」 ）を
設定できます。
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❶システム管理者でログインする

❷ショートカットボタンを設定する

imageRUNNER ADVANCE C3330/C3320 実物大デモンストレーションツール

設定／登録のしかた

システム管理者でログインし、コピー画面に［ページ集約］のショートカットボタンを設定する場合

設定／登録の画面について
設定／登録ボタンを押すことで、使用する環境に合わせてさまざまな設定を変更することができます。
設定／登録は、目的や内容により「環境設定」、「調整／メンテナンス」、「ファンクション設定」、「宛先設定」、「管理設定」の
大きく5つの項目に分類されています。
また、システム管理者と一般ユーザーそれぞれが権限のある機能のみ操作できます。

設定／登録 設定を変更する

［ログイン］を押す システム管理者のユーザー名と
パスワードを入力して［ログイン］を押す

［設定／登録］を押す

設定項目について
環境設定 ：用紙や画面表示、タイマーやネットワーク環境などを設定します。
調整／メンテナンス ：画質調整や本体内のクリーニングなどのメンテナンスを行います。
ファンクション設定 ：各機能共通の設定やコピー、プリント機能などを設定します。
宛先設定 ：アドレス帳の登録、ワンタッチの登録などを行います。
管理設定 ：ユーザー管理やデバイス管理、ライセンス登録、データ管理などを行います。

設定項目が表示されます。
設定項目を押すと、次の階層に進みます。

管理者としてログインします。

設定項目表示をスクロールします。
設定項目が1画面に表示しきれない場合、
［▲］［▼］を押して表示を切り替えます。

1
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3

現在の階層を確認できます。4
1つ上の階層に戻ります。5
表示している画面を閉じて元の画面に戻ります。6
ログアウトします。7

［ファンクション設定］を押す ［コピー］を押す ［「その他の機能」のショート
カット登録］を押す

［ページ集約］を選択して、
［OK］を押す

［ログアウト］を押す 登録されたショートカットボタン
は上の画面のように表示されます。
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❶リモートUI にログインして、「宛先のエクスポート」画面を表示する

❷宛先をエクスポートする

●リモートシャットダウン機能
リモートUI を利用して、遠隔（PC）から
デバイスのシャットダウンを行うことが
できます。

●デバイス設定値の
　一括インポート・エクスポート
各種設定値を一括で保存（エクスポート）・
復元（インポート）することができます。

●ファイアウォール設定の
　ポート番号指定機能
リモートUI から IPアドレスのフィ
ルタ機能に加えて、ポート番号への
アクセスを制限する機能を追加しま
した。

35
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リモートUI でのデバイス管理の操作方法

システム管理者としてログインし、宛先表のデータをエクスポートする場合 

リモートUI は、Web ブラウザーを使用してネットワークから本製品にアクセスし、デバイス状況やジョブ処理状況の

確認、ジョブの操作、各種設定･登録を行うことができます。機械の前に行かなくても、離れた場所からご自分のPCで本

製品を管理することができます。

設定／登録 リモートUIを利用してデバイスを管理する

リモートUI にアクセスし、ユーザー名と
パスワードを入力して［ログイン］
をクリックする

［データ管理］をクリックして、［宛先表］を
クリックする

宛先表を選択し、［エクスポート］をクリックする

［設定／登録］をクリックする

エクスポートする宛先表を選択し、ファイルの
保存形式を選択して［エクスポート開始］をクリックする

以後、画面の指示に従い、ファイルの保存
場所を指定してデータを保存する

保存したファイルは
宛先表編集ツール※

で編集可能です。
※Canon.jp からダウン
　ロード（無償）

デバイスを再起動させる
ときにクリックします。

［環境設定］
用紙や画面表示、タイマーや
ネットワーク環境の設定など
を行います。

［ファンクション設定］
各機能共通の設定やコピー、
プリント機能の設定などを
行います。

［管理設定］
ユーザー管理やデバイス管
理、ライセンス、データ管理
などを行います。

処理しているジョブの状況確認や変更を行い
ます。

1

1
2

3

4

5

6

各機能の登録／設定変更を行います。2

ボックスに保存されている文書をプリント
します。

3

アドレス帳を登録／変更します。５

本体で設定したカスタムメニューをバック
アップします。

６

ダイレクトプリントを行います。４

1

3

［設定の反映］
設定変更を有効にします。

2

4

5

設定項目の内容が表示
され、機能の設定や登録
データの入力などを行い
ます。

6

ログインサービスの切り替え、MEAPアプリの
インストール、ユーザー情報設定を行います。

7

ポータルページで表示されるアプリケーショ
ンの順番を変更できます。

8

リモートUI のポータル画面について

設定／登録の画面について

1
2

3
4
5
6

8

7
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